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名 称； 平木橋

構造形式；高欄付、単径間煉瓦壁石造拱橋

 （こうらんつき、たんけいかんれんがへきせきぞうきょうきょう）

架 橋 年； 大正４年９月

所 在 地； 兵庫県加古川市野口町水足

説 明； 　この地域は、古来より農業用水の確保に苦労してきたため、明治 44 年に灌漑対策

として着手した山田川疎水の事業の一環として新田への導水として構築され、平木池

に送水していましたが、平木橋が疎水事業の末端に位置することから、水量不足のた

めの貯水池としての機能が発揮されず、昭和 24 年頃には使用されなくなりました。

 　しかし、東播磨南北道路の建設に伴い脚光を浴びると、近代土木遺産として高く評

価されたため、加古川市は橋の移設保存工事に着手しました。

（山岡　記）

表紙説明

中小企業人材確保推進事業コーナー
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新しい世代にエールを

株式会社　神戸調査設計                                                          

　　　　　　渡辺　和夫

　今年還暦を迎えた私は約 40 年近く地盤調査という業務にたずさわってきました。現在も

私自身平板載荷試験などで原位置計測に出かけて行きますが、現場へ入る際に高齢者用の安

全書類が必要となることがあり、何ともいえない気持ちと共に長い時代を感じるようになり

ました。

　私が仕事で歩んできた時代は高度成長期末から安定期、バブル期、平成不況へとたどりま

すが、いわゆる日本が豊かになってからの時代であり、明石海峡大橋や高速道路など何もな

い場所に新しく社会資本をどんどん築造することが当たり前でした。新しいものを作ること

は成果も見た目に判りやすく、これらに参画することで社会へ貢献しているんだと自負し、

充実感を味わってきました。

　ところがこれからの時代は、補修・補強・再生・維持等のキーワードで示されるように過

去に築造された社会資本の継続利用可否について評価することが新たに加わってくるものと

思われます。これには従来から考慮すべきとされていた経年劣化だけでなく、近年発生して

いる地震・津波・突風・豪雨など想定を超える外力を目の当たりにすれば解析する内容が複

雑になり、それに伴って必要とされる地盤情報は多岐にわたり且つ高い精度が要求されるこ

とになりそうです。

　最近は IT の普及によりキーボードとマウスだけで得られる情報も多く、便利な世の中に

なったと思います。しかし、私も先輩から教わったことですが、地盤技術者は「まず現場へ

行く」を実践し、山や川を見て土をさわって感じてほしいと思います。次に結果を何らかの

指標で表し解析へと進むのですが、その時には指標の持つ意味や解析に用いる式の理論的な

背景を十分理解していただきたいと思います。

　新設の社会資本でない場合、ともすれば一般社会には成果の判りにくい業務が多くなるか

もしれませんが、これからの日本を支えていかなくてはならない新しい世代の地盤技術者は、

非常に重要な役割を担うことになりそうです。まさに「縁の下の力持ち」ならぬ「地面の下

の知識持ち」になっていただきたいのです。

　最後になりますが、高齢者と呼ばれる我々の世代もまだまだ元気ですから、半世紀と表現

してもいいくらいになった貴重な過去の経験を新しい世代に伝えると共にエールを送りたい

と思います。
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10月 定例理事会 Regular board of directors

　平成 25 年 10 月 22 日（火）15 時 00 分より、大阪キャッスルホテル会議室において、理事８名

が出席して開催した。

   定款の定めにより、髙村理事長が議長に就任し議事進行を行った。

［報告事項］

　１） 一般経過報告

 ９月の会議・会合・行事について報告した｡

　２） ９月分事業報告の件

 ①試験実施状況報告

 　試験依頼件数 244 件、受注金額は 36,060 千円、請求金額は 24,379 千円、

 　未試験金額、83,884 千円｡

 ②収支実績報告

 　入金額 26,971 千円。

　３） その他の件

 ①税務調査の件

 ②組合職員人事の件

［審議事項］

　１） 第 34 期臨時総会議案書（案）承認の件

　２） 第 34 期臨時総会当日のスケジュール及び役割分担の件

　３） 三軸圧縮試験機購入の件

　４） その他の件

お知らせ
☆ 年末・年始の業務

 12 月 27 日（金） 大掃除・仕事納め

  28 日（土）～ 1 月 5 日（日） 休業　　　　　

 １月 ６日（月） 平常勤務、仕事始め



- 3 -

10月臨時総会の記事



- 4 -

技術者紹介コーナー 第 回117

　皆様、初めまして。アテック吉村の松本と申します。弊社が以前から大変お世話になっておりま
す、株式会社建設技術研究所の和田様からの身に余るご紹介を頂き、恥ずかしながらペンを取らせ
ていただきました。
　株式会社建設技術研究所さまには、水上ボーリングをはじめ様々な業務でお声をかけていただき、
弊社も微力ながらそのお手伝いをさせていただいております。私もその業務のうちで何度か現場を
担当させていただきました。その節はお世話になり有り難うございました。この場をお借りして御
礼申し上げます。

【自己紹介】
　私は、昭和 59 年にボーリング工の見習い（助手）としてこの業界に入り、約２年間の見習い期
間を経てボーリングオペレータとしてデビュー致しました。まだ若干 20 歳という若さでボーリン
グ責任者となった私は、主に軟弱地盤を対象とした調査を任されておりましたが、経験不足と地質
を理解するということの勉強不足が重なり、現場でケガをすることはなかったのですが、孔内事故

（ジャーミング・ツールスの落失等）やマシンが故障するなど、悪戦苦闘の日々が続きました。今
の時代であればすぐにクビになっていたかもしれませんね（笑）ですが当時の現場担当者の方々は
親身になり一緒になって考えて下さり、色々知恵を出し合い困難な現場を一つ一つ解決していきま
した。その当時の現場担当者の一人が、吉村工業所（現 アテック吉村）の吉村社長と現在のアテッ
ク吉村の窪田社長であり、そのご縁がきっかけで平成５年の 12 月に株式会社アテック吉村に入社
するに至りました。
　アテック吉村に入社してからは、海上ボーリングや特殊なサンプリング（廃棄物・礫質土等）や
エアハンマーを使った大口径の井戸掘削や計器埋設等、今までにやらなかった作業が多く、しかも
作業範囲が全国各地となり、とまどう事も多かったのですが、同年代の仲間も多く困った時は全国
各地にちらばった仲間が直ぐに応援に駆けつけてくれる体制が気に入り、次はどんな所でどんな作
業をするのか楽しみにしながら過ごしていました。
　その後は中部国際空港・関西空港２期工事・神戸空港など空港島や空港と本土を結ぶ連絡橋の地
質調査に携わる工程管理や各機関への調整や申請・安全管理等を教わりました。
　現在は今までの現場経験や現場管理での体験を生かしてアテック吉村で工程管理や積算・作業計
画等の工務部の仕事をしております。

所　　属：株式会社アテック吉村
氏　　名：松本　幸治
出 身 地：大阪府
生年月日：1965年５月17日
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【現場での思い出】
　今までいろんな現場に参りましたが一番の想い出は、先日安倍晋三首相が訪問していましたトル
コ・イスタンブールのボスポラス海峡横断鉄道工事に少しだけ携わったことです。想像を超える潮
流の速さと上層部と下層部での潮流の方向が違うという過酷な条件の中、現地の worker さんと一
緒に試行錯誤しながら作業したことです。作業自体は問題なかったのですが、初めての海外作業、
正直なめていました。
　ホテルは予約してくれていたのですが、当然、日本語は通じません。現場までの通勤は TAXI
で片言の地名と身振り手振りで待ち合わせ場所の船着き場へ到着。昼食は作業船で worker さんと
一緒です。昼食の数が足りなく昼食抜きもしばしば・・・当然夕食もないので現地のスーパーで食
材を調達し自炊の毎日でした・・・。
　ヨーロッパでは標準貫入試験を行うことが無いそうで、工事を施工していた大成建設の監督さん
から「折角来たのだからボーリングして N 値教えてよ。」と言われましたが、丁重にお断りし帰路
につきました。

　また今後もどこかの会社のキャッチフレーズではございますが、『地図に載る仕事』に少しでも
携わっていけたら幸いでございます。

現地のworker さん 作業船の昼食
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中小企業人材確保推進事業コーナー 【表彰論文】出展：㈳全国地質調査業協会連合会「技術フォーラム 2011」
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おめでとうございます！！
髙村理事長、萩家・遠藤職員　功労賞受賞

全国地質調査業協会連合会　創立50周年記念行事

　10 月 25 日（金）に東京會舘にて、全国の地質調査業協会関係者の方々が多数参加され、全国

地質調査業協会連合会創立 50 周年記念式典が盛大に開催されました。

　記念式典では、近年の社会情勢の変化や、自然災害に関する社会的な技術要求や信頼性に応え

るための「地質調査業の 21 世紀ビジョン フォローアップ提言」が発表され、行動宣言とされま

した。

　功労者表彰では、当センターの髙村勝年理事長が、協同組合理事長の職を２期以上務められた

功績により、功労賞を受賞されました。続いて協同組合職員として 15 年以上勤続者に対して功

労賞が与えられ、当センターの萩家職員と遠藤職員が受賞しました。

　記念講演会では、独立行政法人海洋開発研究機構理事長の平 朝彦氏による「地質学が拓く未

踏のフロンティア」と題した講演が催され、海底地下深くの地層についての話題が多くの参加者

の興味を引いていました。

全国地質調査業協会連合会会長　挨拶 行動宣言　発表

髙村理事長　表彰 記念講演会
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こんな時代だから、
　　ちょっと　  に残る良い話
こんな時代だから、
　　ちょっと　  に残る良い話

今回のちょっといい話はアメリカの南北戦争の時代に作られた詩です。
お暇なときに一読してみてください。

（稲田　記）

【悩める人々への銘】

大きなことを成し遂げる為に、 強さを求めたのに 

謙遜を学ぶようにと弱さを授かった 

偉大なことをできるようにと 健康を求めたのに 

より良きことをするようにと病気を賜った 

幸せになろうとして　富を求めたのに 

賢明であるようにと 貧困を授かった 

世に人々の賞賛を得ようと　成功を求めたのに 

得意にならないようにと 失敗を授かった 

人生を楽しむために　あらゆるものを求めたのに 

あらゆるものを慈しむために 人生を賜った 

求めたものは一つとして与えられなかったが 

願いはすべて聞き届けられた 

私はもっとも豊かに祝福されたのだ

（作者不詳）
【参考】http://archive.mag2.com/0000141254/20131104053000000.html
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　2013 年が終わろうとしております。今年もいろいろありましたね。

　今年の流行語（「現代用語の基礎知識」選 ユーキャン新語・流行語）が 12 月２日に発表される

とのことです。50 の候補語を見ますと知らない言葉が多いことに気付きます。流行に鈍感になっ

ているようです。

　特に目を引いた新語は、「激おこぷんぷん丸」です。言葉からおこっているのはわかるのですが、

なぜ最後が “ 丸 “ なのか？ちょっと気になったのでウェブ検索しました。

　激おこぷんぷん丸とは、怒っている事を表すときに使うギャル語「おこ」から派生した言葉で、「と

ても怒っている」状態を指し、メールや Twitter などで使われている。

「おこ（弱め）」

「激おこ（普通）」

「激おこぷんぷん丸（強め）」

「ムカ着火ファイヤー（最上級）」

「カム着火インフェルノォォォォオオウ（爆発）」

「げきオコスティックファイナリアリティぷんぷんドリーム（神）」　

（はてなキーワードより）

怒の程度によって文字数が増えていくようです。最後の丸は語呂合わせで意味はなさそうですね。

ちなみに対義語は「ガチしょんぼり沈殿丸」だそうです。

ネットではこのような言葉が使われているのですね。知りませんでした。

最後に私が予想する流行語大賞は、「アベノミクス」です。今年は、この言葉につきます。

みなさまはいかかですか？

（鏡原記）
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価されたため、加古川市は橋の移設保存工事に着手しました。

（山岡　記）
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中小企業人材確保推進事業コーナー



〒566ｰ0042 大阪府摂津市東別府1丁目3ｰ3
 TEL.06ｰ6827ｰ8833（代表）
 FAX.06ｰ6829ｰ2256（地盤技術室）
 http://www.ks-dositu.or.jp

ISO/IEC17025認定試験所（摂津試験所）
ISO9001認証取得

計量証明事業者登録（濃度）大阪府第10310号
環境省土壌汚染指定調査機関（環2003-1-99）


	表紙-1
	表紙-2
	センターニュース328号
	表紙-3
	表紙-4

